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ロラン地表波測定値の検討－１．
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Abstract

Ｌｏｒａｎｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆ２Ｈ３，２Ｈ４ｗｅｒｅｍａｄｅａｔｔｈｅｓｏｕｔｈｅａｓｔｅｒｎｗａｔｅｒｓｏｆＫｙ面ｓｈ面

byacoupleofLoranreceivers・ＳｏｍｅＬｏｒａｎｅｒｒｏｒｓｗｅｒｅｆｏｕｎｄｏｕｔｉｎｃomparisonwith

preciseship，sposition・Accordingtotheseresults，ｔｈｅｑｕａｎｔｉｔｙｏｆｅｒｒｏｒｉｓｉｎｃｌｉｎｅｄｔｏ

ｒｅｄｕｃｅｉｎｐｒｏｐｏｒｔｉｏｎｔｏｔｈｅｉｎｃｒｅａｓｅｉｎｔｈｅｄｉｓｔａｎｃｅｆｒｏｍｔｈｅｌａｎｄ，ｗｈｉｌｅｔｈｅｓｅｎｓｅｏｆｉｔ

ｓｅｅｍｓｔｏｂｅｏｆｃｏｎｓｔａｎｔｎａｔｕｒｅ・Ｔｈｅａｕｔｈｏｒｐｏｓｔｕｌａｔｅｓｔｈａｔｔｈｅｃａｕｓｅｏｆｔｈｅｆｏｒｍｅｒｉｓ

ｄｕｅｔｏｔｈｅｉｎＨｕｅｎｃｅｏｆｍｏｕｎｔａｉｎｒａｎｇｅｏｆ７００ｍｅｔｅｒｓｉｎｈｅｉｇｈｔｗｈｉｃｈｌｉｅｓｃｌｏｓｅｌｙａｌｏｎｇ

ｔｈｅｓｅacoast・ＴｈｅｌａｔｔｅｒｆａｃｔｍｉｇｈｔｂｅｄｕｅｔｏｔｈｅｐｒopagationoftheslaveLoran

electriｃｗａｖｅｏｖｅｒｔｈeseasurface．

1．序 論

ロラン地表波の有効範囲は昼間であれば約750浬，夜間はその２/３程度とされている．

Fig.１は西日本のロラン・チエンの中２Ｈ３，２Ｈ４を示したものであって図示の範囲内で

は両チエンとも地表波の使用可能範囲である．処がロラン使用波は２ＭＣ帯であってその

伝播方式は通常の短波帯と同一形式をとり，従って伝播経路における大気の状態及びその

経路の媒質の影響をうけることが多い．

九州東方海上におけるロラン波使用可能状況を承ると一般に四国及び九州に囲まれる洋

上にては陸地を横切ってくる２Ｈ２，２Ｈ３ロラン・チエンは容易に測定でき且船位の決定に

も支障がないしかし陸岸に近づくにつれて測定値の誤差は増大するものと考えられる．

勿論ロラン・システム使用上の注意事項としては山越しの電波は用いないというのが原則

であるが，この指示は一般航洋船のように優秀な設備をもつものにとっては何ら痛捧を感

じないであろう．一方ロラン受信機はトランジスタ化されるに従い軽量・簡便なる船位決

定機器として近年その重要性は増加している．即ち計器を有しない漁船にとっては最適の

機器であり，しかも沖合のみならず距岸数浬にても狭視界及び夜間に於いての使用は期待

される処である．従って既述の制限範囲はできるだけ狭く又その誤差が一定値であること

が望まれる次第である．

筆者等は昭和３７年４月以来の測定において上述のことを確め更に測定を続けているが，

海上測定の為その機会が極めて少く未だその性格を明らかにはし得ない本報においては

昭和３７年４月，６月，１１月，３８年３月，４月，６月の成果をまとめた．又山越え電波の

測定モデル海域として九州南東方即ち大隅半島東方海上をとり上げた．初段階として山越

え電波の海上における変化をまず解明することを目的とし本報文はその中の第一報にあた

るものである．
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2．測定方法

完全調整を行ったロラン受信機を用い受信できる2Ｈ，２Ｓロラン･チエンの測定をしたが，

本報では２Ｈ３，２Ｈ４ｐラン地表波のみをとり上げた.受信アンテナは垂直アンテナを用い

たが規定の有効高さ８ｍに対して６ｍしか志布志（37-②）ではとれなかった．しかしこ

れは感度の増減にのみ関係することであるし，その差も少いので本測定の結果には支障を

及ぼすことはないと思はれる．その他はいずれも各船に装備された正規のものによってい

る．測定員の技術については予め訓練を行いかなりの練度があると認められるが，使用受

信機の精度士0.5浬.ｓec・に加えて読取り誤差士0"5座.ｓec､計士1.0座.ｓec､を測定誤差と

みなした．

測定年月の順序にそれぞれ37-①，－②，－③，３８－①，－②，－③’一④’一⑤の記

号を付したが，それらの使用船舶及び使用受信機はＴａｂｌｅｌのようである．

Table１．MethodofMeasuremeI1t(1)．

Ship，ｓＮａｍｅ（ＧＴ.） TypeofLoranReceiverlNo・ofMeasurement

KagoshimaMaru（1,038ｔon）Steel

ＫｅｉｔｅｎＭａｒｕ

Ｓｈ５ｎａｎＭａｒｕ

（２６５ｔon）

（９９ｔon）

3．測定結果

Steel

Wood

KS-335（K5denSeisakusho）

JNA-102（JRC）

SperryMk,２Mod’０（ＴＫＳ）

JNA-102×2sets（JRC）

|｛
37-1,-3,38-2,

38-3,-4,－５

３８－１

３７－２

既述のようにロラン地表波はFig.１に示される範囲で受信可能であるが，地形的影響

を完全に受けることのある場合には自ら制限される結果になる．又測定海域である大隅東

方海上では２Ｈ３，２Ｈ４地表波のみが昼閲において測定可能である．夜間では２Ｈチエン

をはじめとして２Ｓ，ｌＬのチエンまで受信され，却って主目的である２Ｈ３，２Ｈ４地表波

の信号の測定が困難となる傾向がある．これら測定方法の概観をＴａｂｌｅ２に示した．

３７－①：本報のモデル海域ではないから資料としては外したがその結果は参考にした．

３７－②：志布志港在泊中の測定（昼間）において10〃.ｓec､の誤差あり,志布志湾内にて

夜間数回測定したが地表波の測定不能．

３７－③：地表波測定値をうることができた．

３８－①：夜間の為地表波測定不能．但し主局信号のみあり．

３８－②：３８－①と同様に地表波はなく，時として表われたが，熟練者の承可能な程度．

が悪い．

３８－③：３８－②と同様，火1時より地表波が現われ以後測定す．

３８－④：３８－②と同様，測定不能．

３８－⑤：３８－②と同様,.一部において地表波の測定可能．

いうまでもないが測定値は一つの値に対し数回の連測値の平均値である．

S/N
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口ラン測定値の誤差大隅東方海上のロラン海図を縮尺比１：125,000にて作成して，こ

れに実測船位を記入しその時のロラン測定値をロラン位置線として記入．船位よりロラン

位置線に垂線を下し，船位を通るロラン位置線との差をもってロラン誤差とした．又符号

は時間差の増大する方向にあるものを（＋）とし，反対の方向を（一）とした．これらの
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結果をＴａｂｌｅ３に示す.

Table３．ＥｒｒｏｒｓｏｆＬｏｒａｎｏｆｆＯｓｕｍｉ．
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又測定値整理の過程において２つのチエンの誤差量がそれぞれ20座.ｓec,，１０‘‘4.sec・のい

ずれかを超えるものはＴａｂｌｅ３より除去し測定不能とした．除去した数は１０個であって

いずれも佐多岬より志布志湾口南西の海面のものであった．同海面の測点位置は距岸５～

１０浬であって測点１４～１６にやや近似した関係にあるが，距岸距離の相違と海岸に迫る高

山の比較からすればかなり異った条件と承られる．従って測定不能点が同一海面に密集す

ることは距岸距離及び地形に起因すると思われる．よって距岸距離の増大は誤差量に反比

例するとみられる．

２Ｈ３，２Ｈ４の誤差の性状をみると２Ｈ３はその符号の現われ方に余り差がないように思

われる．又2Ｈ４の誤差の傾向は殆んど（－）側即ち南側にずれていることになるが．これ

はFig.１にあるように陸上伝播距離約90浬(主局)と海上伝播距離350浬(従局)に起因す
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るものであろう．これから類推できることは２Ｈ３のように主局，従局両信号が山越えに伝

播する時はいずれも同じように影響を受け結局は相殺されたのがＴａｂｌｅ３ではなかろうか．

誤差の性状が一定であることをもって凡ての場合に類推するには本測定のみでは未だ不

十分であるとは考えられる．しかしこれが大隅東方海域のみの現象であるとすると，その

原因はｉ）比較的高い山（例えば大隅山塊が700～900ｍで連らなる）が海に迫る．ｉｉ）

大隅半島の地質の特異性によるものと推定される．

更に報文の２つのチエンの従局からの信号がいずれも夜間において測定不能の理由は未

だ究め難い．２Ｈ３従局信号が陸上伝播経路の140浬の為に著しく減衰するのか,又２Ｈ４従

局信号が殆んど海上伝播であるにも拘ずその有効距離内にありながら測定不能の事実の解

明は今後にまちたい

５．結言

本報の測定結果よりロラン地表波が陸上を伝播する際には減衰甚しく，更に高い山が海

に迫まる沖合海面では２ＭＣ帯であってもShadowSectorを形成すると推定される．し

かし距岸距離の増大に従って上記現象即ち測定誤差は漸次減少に向うと思はれるが，その

限界の決定は今後にまちたい．又2Ｈ４測定誤差は一定の性向があるが原因は不明である．

よって今後の方針としてｉ）昼間の測点を５０個以上とりたい．ｉｉ）これらが季節に影

響されることはないか．iii）導電率に変化を及ぼすと思われる降雨時の観測ｉｖ）誤差の

性向の決定等である．

なお本測定の発端となる機会を与えて下された鹿児島県水試場長西田稔氏及び昭南丸船

長，有益なる助言を下された郵政省山川電波観測所長越智文雄氏，測定に便宜を与えて頂

いた本学部かごしま丸，敬天丸の船長，航海士の諸氏，資料の整理をされた本学部学生中

島靖隆君．併せて感謝する．
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